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　節電対策にシポフェース　

「環境と省エネを科学する」

明光建商　

塩谷　昭文社長

被災地へトイレと風呂を
コンテナに遮熱・断熱加工

津波で設備が被害を受けた宮城県岩沼市の下水処理場

避難所では食料や衣類が行き届いてい
るが、風呂やトイレ設備は不十分だ

コンテナの壁にシポフェースを吹き付けている様子

http: me iko -k .co . jp
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福
井
県
に
お
け
る
防
水
工
事
で
ト

プ
シ

ア
を
占
め
る
明
光
建
商
︵
越
前

市
葛
岡
町
︶

鋼
板
・
ス
レ

ト
屋
根
な
ど
に
吹
き
付
け
る
と
優
れ
た
遮
熱


断
熱

消
音

長
期
防
食
の
効
果
が
あ
る
特
殊
反
応
型
無
機
系
塗
材
﹁
シ
ポ
フ



ス
﹂
を
主
力
に
様
々
な
環
境
関
連
商
品
を
積
極
展
開
す
る

シ
ポ
フ



ス
の

年
度
売
上
実
績
は

年
度
の
２
・
３
倍
と
好
調
で

現
在
も
大
手
鉄
板

業
者
な
ど
か
ら
大
規
模
な
物
件
の
受
注
が
相
次
い
で
い
る

昨
年
の
猛
暑
の
記

憶
が
新
し
い
中

今
夏
を
前
に
さ
ら
な
る
販
路
拡
大
を
目
指
す


　
◆
白
羽
の
矢

　
同
社
の
名
を
一
躍
広
め
た
の
が

愛
知
万
博
︵

年
度
︶
の
パ
ビ
リ

オ
ン
へ
の
シ
ポ
フ


ス
の
施
工

だ

当
時

太
陽
熱
に
よ
る
膨
張

で

パ
ビ
リ
オ
ン
の
金
属
屋
根
は

音
鳴
り
が
や
ま
な
か

た

こ
の

た
め

塗
装
業
者
数
十
社
が
自
社

商
品
に
よ
る
解
決
策
を
提

案
し
た
結
果

同
社
に
白

羽
の
矢
が
立

た

パ
ビ

リ
オ
ン
計
５
万
平
方

を

短
工
期
で
施
工
し

関
係

者
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

音
鳴
り
を
見
事
に
ス
ト


プ
さ
せ
た
こ
の
商
品
は


国
土
交
通
省
の
Ｎ
Ｅ
Ｔ
Ｉ

Ｓ
︵
新
技
術
情
報
提
供
シ

ス
テ
ム
︶に
登
録
済
み
で


近
く
環
境
省
の
環
境
技
術

実
証
事
業
に
も
承
認
さ
れ

る
見
通
し
だ

新
製
品
と

し
て

防
水
性
を
兼
ね
備

え
た
断
熱
ウ
レ
タ
ン
塗
膜

材
﹁
ダ
ン
フ


ス
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扱

て
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る


　
◆
計
画
停
電

　
去
る
３
月

日

未
曾

有
の
災
害
が
東
北
地
方
を

襲

た

東
日
本
大
震
災

で
福
島
第
１
原
発
が
破

損

こ
れ
に
伴
う
電
力
不

足
の
た
め

東
京

東
北

両
電
力
管
内
で
は
計
画
停

電
が
順
次
実
施
さ
れ
て
い

る

各
企
業
も
空
調
や
照

明
の
使
用
を
抑
制
す
る
節
電
の
ほ

か

早
朝

夜
間
へ
の
操
業
時
間

の
移
行
と
い

た
省
エ
ネ
活
動
に

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る

気
温
が
穏
や
か
な
今

の
時
期
は

エ
ア
コ
ン
を
使
用
し
な
く
て
も
ま

だ
大
丈
夫
だ
が

今
年
も
確
実
視
さ
れ
て
い
る

猛
暑
を
ど
う
乗
り
切
る
か

﹁
そ
の
対
策
と
し

て
シ
ポ
フ


ス
は
最
適
﹂と
断
言
す
る
工
場

の
屋
根
に
シ
ポ
フ


ス
を
吹
き
か
け
れ
ば


屋
根
表
面
の
温
度
が

度
下
が
る

﹁
室
内
の

冷
房
を
高
め
に
設
定
で
き

午
後
２

３
時
の

炎
天
下
で
も
計
画
停
電
に
十
分
対
応
で

き
る
﹂
と
胸
を
張
る

合
わ
せ
て
窓
ガ

ラ
ス
に
塗
る
と
断
熱
効
果
を
発
揮
す
る

﹁
ガ

ド
フ


ス
﹂
も
提
案

塗
布

後
は
赤
外
線
エ
ネ
ル
ギ

を
大
幅
に
カ


ト
し

冷
暖
房
効
率
が
ア

プ

省

エ
ネ
効
果
は
て
き
め
ん
だ


　
自
身
も
主
要
メ
ン
バ

と
な

て


こ
の
ほ
ど
設
立
し
た
全
国
住
環
境
改
善

事
業
協
会

本
部
を
横
浜
市
に
置
く
同

協
会
に
は

住
宅
関
連
の
業
者
が
全
国

か
ら
約
６
０
０
社
集
ま

た

第
１
回

目
の
住
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
で
シ
ポ

フ


ス
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ

好
評

を
博
し

会
員
か
ら
引
き
合
い
が
後
を

絶
た
な
い
と
い
う


　
◆
相
次
ぐ
受
注

　
現
在

住
友
金
属
工
業
や
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ

ル

三
晃
金
属
工
業

新
日
本
製

鐵

ニ
チ
コ
ン

エ
ツ
ミ
工
学

北
陸

ト
ラ

ク
な
ど
か
ら
受
注
が
あ
り

大

規
模
な
工
場
に
施
工
す
る
ほ
か

中
国

・
江
蘇
省
無
錫
市
の
自
治
体

海
外
企

業
か
ら
も
要
請
が
あ
る
と
い
う

﹁
昨

年
は

猛
暑
の
影
響
も
あ

て
製
造
が

間
に
合
わ
な
く
な
り

ご
遠
慮
い
た
だ

い
た
お
客
様
も
あ

た
﹂と
振
り
返
る


﹁
今
年
は
受
注
時
期
が
例
年
よ
り
早
く

な

て
い
る
﹂と
し
昨
年
の
経
験
を
踏
ま
え


万
全
の
体
制
で
臨
ん
で
い
る

公
共
工
事
の
縮

小
で
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い


塩
谷
社
長
に
同
社
の
強
み
を
問
う
と
﹁
環
境
の

一
文
字
﹂
と
即
答
す
る

﹁
こ
れ
か
ら
は
節
約

の
時
代
﹂
と
話
し

﹁
環
境
と
省
エ
ネ
を
科
学

す
る
﹂
を
ス
ロ

ガ
ン
に
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
を
展

開
し

地
球
温
暖
化
防
止
に
貢
献
す
る


　
◆
い
の
ち

　
福
井
県
倫
理
法
人
会
に
所
属
し
て
お
り

研

修
委
員
長
を
務
め
る

今
月

日
午
後
６
時
か

ら

福
井
市
宝
永
３
丁
目
の
福
井
県
国
際
交
流

会
館
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
予
定
で


こ
の
催
し
の
準
備
に
日
々
奔
走
し
て
い
る

当

日
は

震
災
の
孤
児
を
引
き
取
る
住
職
や
地
元

の
乳
幼
児
・
児
童
・
青
少
年
の
育
成
に
取
り
組

む
教
諭
な
ど
が
﹁
い
の
ち
﹂
を
テ

マ
に
パ
ネ

ル
デ

ス
カ

シ

ン
す
る

会
場
に
は
義
援

金
基
金
箱
を
設
置
し

震
災
の
復
興
支
援
に
役

立
て
る
と
い
う

﹁
た
だ

気
持
ち
を
伝
え
た

い
﹂
と
の
率
直
な
思
い
を
口
に
し

善
意
が
広

が

て
い
く
こ
と
を
願

て
い
る


　しおたに・あきふみ　座右の銘は「の勉強より
１つの実践」。趣味は海外旅行。最近はアジア中心で
「仕事も含めた観光だね」と笑う。歳。

水道の復旧が進んでおらず、避難所生活でもトイレや風呂などの衛生面で不備
が生じている。このため、塩谷社長は仲間と協力し、㌳のコンテナに男女の
シャワー室とユニットバス、トイレを設置し、被災地へ送ることにした。トイ
レの汚物については、浄化分離装置と簡易焼却装置で処理する。
　塩谷社長が所属する建築関係者の団体「Ｊ―ｓｅｎｓｅ」の復興プロジェク
ト「日本の道」のメンバー・福永博建築研究所（福岡市中央区）の福永氏が同
コンテナハウスを設計し、エーアンドエーセントラル（東京都世田谷区）代表
の丸谷博男氏らの協力を受けて進めた。
　コンテナは、いわば鉄の箱なので夏暑く、冬は寒くなる。そこで、夏場の厳
しい日差しや冬場の冷え込みを大幅に緩和させる遮熱・断熱塗料「シポフェー
ス」を２、３日かけてコンテナの外壁と屋根に吹き付けた。５月上旬にコンテ
ナ用運搬車で被災地に３個輸送、現地で活用されている。塩谷社長は「震災が
起き、復興支援のために何ができるかと考えた時、遮熱塗料と断熱塗料を生か
すべきと思った。これが我々の社会貢献。今後、現地の自治体などに需要を聞
き、徐々にコンテナの数を増やしていきたい」と話す。震災で福井県内に避難
してきた被災者は５００人にのぼるという。塩谷社長は社宅を開放し、避難者
を受け入れていく方針だ。

　東日本大震災の発生時、同社
の塩谷社長は福島県いわき市の
業者と電話中だった。「突然、
電話越しに相手の会社の従業員
の悲鳴が聞こえ、電話は突然切
れた」と塩谷社長は神妙な面持
ちで振り返る。先方と電話がつ
ながったのは約１カ月後だっ
た。安否は確認できたが、「会
社の運営は無理。社員みんな、
日々を生きるのに精一杯」。悲
痛な声を聞いた。
　震災後は、全国から義援金や
支援物資が被災地へ送られてい
る。食料品や衣料は大分行き届
いてきたが、次なる課題は入浴
や排せつだ。被災地では、上下


